
 

 

 

 

 

 

 

 

 

未来を変える。みんなで変える。 

国営緊急農地再編整備事業 

「伊達地区」の概要 
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北海道伊達市経済環境部農地整備課 

伊達地区国営緊急農地再編整備事業促進期成会 

 



 

 

 

       国営緊急農地再編整備事業（伊達地区）の概要 

 

１．事業の目的 

伊達市は内浦湾に面した農業地帯であり、温暖な気候のもと野菜類の栽培を中心に

水稲及び畑作物を組み合わせた農業経営を行っています。 

しかし、本地区の農地は小区画で不整形なほ場が多く、排水不良のほ場、石れきの

多いほ場、起伏が著しいほ場など、非効率な農作業の現状から、耕作放棄地が増加す

るおそれや地域農業の衰退が懸念されています。 

このため、本事業による区画整理と併せて担い手へ農地の利用集積（換地）を実施

することで、生産性や収益性の向上と耕作放棄地の解消を図り、地域農業の振興と地

域の活性化に貢献することを目的としています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

起伏が著しいほ場 耕作放棄地 

小区画で不整形なほ場 排水不良のほ場 

307戸

61戸

4ha/戸

21ha/戸
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伊達市農家数の推移



 

 

 

２．事業の内容（予定）  

  ①事業主体      国土交通省北海道開発局（室蘭開発建設部） 

②事業期間          令和３年度～令和16年度の14年間（予定）  

③受益面積      1,281ha 

  ④受益戸数      291戸  

  ⑤総事業費       230億円（当初事業費） 

⑥事業内容      区画整理（整地工、暗
あん

渠
きょ

排水工、除礫
れき

工など） 

⑦事業費の負担割合  国75％、北海道18.3％、地元（市・受益者）6.7％ 

              ※地元の負担割合については、国が示しているガイド 

ライン（市：４％、受益者：2.7％）を採用します。 

                          ※ガイドラインとは、事業費の負担割合を定めるに当 

たっての標準的な費用負担の水準を国が定めたもの 

です。 
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工事後 
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国道 37 号 

道央自動車道 

国道 453 号 

長流川 

長和地区 
50８ha 

関内地区 

773ha 

受益面積計 
１,２８１ha 

（水田 225ha、畑 1,056ha） 

【区画整理のイメージ】 



 

 

３．地域営農の目指す姿 

  大区画等の基盤整備を契機とし、担い手への農地集積を行うとともに、農作業の

共同化の確立やドローンの活用などスマート農業の導入を図っていくことで、野菜

生産を拡大し、農業所得の増大を目指すこととします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


